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発刊にあたって

　平成23年3月11日に発生した東日本大震災は、千年に一度の規模ともいわれる巨大津波を引き

起こしました。本市沿岸部に位置する東部農業地域でも、広大な農地と、それを支えてきた集落が、

津波によって壊滅的な被害を受けました。

　水浸しとなった農地は、山のようながれきや流木だらけ。押し流された多数の農業用機械や、原

形を留めないパイプハウス。生産手段も、生活の場も失った農業者の人々は、この地で再び農業を

することなど不可能だと、諦めの念を抱いたのです。

　しかし、先祖代々受け継いできた農業に対する誇りと愛着から、人々は立ち上がりました。がれき

の撤去や農地の除塩・復旧などを経て、震災翌年の平成24年春には、内陸寄りの被災農地で営農

を再開。その他の農地でも段階的に営農を再開し、これから迎える平成27年春には、被害が甚大で

あった海沿いの農地を含め、全ての被災農地で作付けが行われることとなっています。

　本市は、東部農業地域を単に元の姿に戻す「復旧」にとどまらず、未来に向けてより農業を発展

させる「復興」を目指して、各種施策に取り組んでまいりました。

　国・県が実施主体となって農地の大区画化を行う「ほ場整備」では、本市が地元の迅速な合意

形成に奔走し、平成25年秋より順次着工。また、津波で流出した農業用機械や施設については、

国の制度も活用しながら、各種助成や無償貸付（リース事業）を実施しているところです。

　今後は、基盤整備された農地を舞台に、集落営農組織等の法人化や農地の集約化、そして農

商工連携・６次産業化の機運が、さらに加速していくことが予想されます。いずれも、安定した農業

経営環境を確保し、収益の向上を図る「未来の農」を体現しようとするものです。

　折しも本市では、平成26年2月、仙台経済の新たな成長に向けた戦略として「仙台経済成長

デザイン ―質的拡大による新たな成長― 」を取りまとめ、４つの数値目標のひとつとして「平成29年

までに年間農業販売額100億円を目指す」を掲げました。

　震災被害から力強く復興しつつある東部農業地域が、「農と食のフロンティア」として本市の農

業振興を牽引し、さらには全国のモデルケースとなれるよう、本市ではこの目標達成に向けて各種

支援策を講じてまいります。

　本誌は、平成26年3月に発行した「農の新風、ここに興る」の続編で、東部農業地域の復興の

あゆみに加え、この１年間の新しい潮流をご紹介するものです。ご覧になる皆さまに、確かな農業

復興の息吹を感じていただければ幸いです。

　最後に、復旧・復興に向けて多大なるご支援を賜りました皆さまに改めて感謝を申し上げ、発刊の

ことばといたします。

仙台市長

奥山　恵美子

1

厳しい現実に立ち向かった最初の春、

復旧したほ場に土の息吹を感じた二度目の春、

水稲、野菜、花を生み出す力を再び取り戻した三度目の春。

そしていま－

新しい農業の担い手となって迎える平成27年春、

私たちは、復興を遂げた農地に

未来型農業のグランドデザインを描きます。

効率の良い経営、連携による競争力向上、

高付加価値商品の開発、次世代育成。

課題を成長の糧として、積極的に、そして着実に。

ここ東部地域から、未来に続く扉を開きます。

未来の農をこの地に

平成26年7月24日 若林区（仙台東部道路）上空
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平成23年3月18日　若林区井土地区上空

平成23年3月11日午後2時
46分、巨大地震発生が発生。
東部地域は、米や野菜、花き
などの農産物を仙台市民に
供給してきた一大農業地帯
です。その東部地域の耕地面
積の約78％が大津波で被災
し、農業機械や農業施設も流
失、破損しました。

大津波襲来
浸水地を前に
立ちすくむ

復旧作業を行うには、流入
した海水を1日も早く排出
することが必要でした。壊
滅的被害を受けた排水機
場に代わり、応急的に仮設
のポンプで排水しました。
復旧計画に基づく、がれき
撤去も始まりました。

一日でも早く！
がれき撤去開始

大
震
災
を
乗
り
越
え
て

人
知
を
尽
く
せ
ば
、農
地
は
必
ず
甦
る
。

信
念
を
持
って
復
旧・復
興
を
成
し
遂
げ
、

一歩
一歩
力
強
く
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

平成24年5月、560haの農
地での営農再開を皮切りに、
着々と作付が再開されまし
た。また、「農と食のフロン
ティア推進特区」などの市の
施策を受けて、被災農業者が
再生に向けた一歩を踏み出し
ました。

大地に実りを
次々と
営農再開

震災発生から4年。仙台東部
地域ではいま、多くの農業者
が未来型農業を目指して農
地の集約化や法人化、6次産
業化に取り組んでいます。

未来へ続く道
ここから始まる

平平成223年（（201111年）
●巨大地震発生
●仮設ポンプ設置
●農地塩害状況調査

●「仙台東部地区農業災害復興連絡会」の発足
●農地のがれき撤去
●農地・農業用施設の復旧工事

●震災後初の営農再開
●ほ場整備事業推進
●仙台市経済局農林部に
　「東部農業復興室」を設置

●「農と食のフロンティア推進特区」が
　国より認定
●「農事組合法人仙台イーストカントリー」を農と
　食のフロンティア推進特区の第1号として指定

●農業機械等引渡式
　（被災地域農業復興総合支援事業（リース事業））
●仙台市農業園芸センター再整備基本方針の決定

●国営仙台東土地改良事業
　起工式

●大規模ほ場での営農再開
●新しい排水機場の稼働開始
●六郷ライスセンターの建設

平成224年（（20112年）））

平成23年3月25日、海水を被った
農地で塩害調査を開始。4月5日に
は、市・仙台東土地改良区・JA仙台
との連携による「仙台東部地区農
業災害復興連絡会」が発足し、復興
に向けた取り組みが始まりました。

明日に希望を
復興計画
スタート

明日に希望を
復興計画
スタート

P4P3
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